
英文科目名称 Global Seminar - DomesticⅠ

単位数 1授業形態 実習

年次配当 １年次 前期

授業計画

１．オリエンテーション、事前研修①（研修地の情報収集①）
２．事前研修②（研修地の情報収集②）
３．事前研修③（プレゼンテーション準備①） 
４．事前研修④（プレゼンテーション準備②） 
５．現地での研修① 
６．現地での研修② 
７．現地での研修③ 
８．事後研修

事前・事後研修（レポートを含む）（５０点）
、実際の研修（５０点）

課題に対する
フィードバック

なしテキスト

授業時間外の学習
①自己紹介やチェックインなど授業で練習した内容について復習する。
②原稿を見ずに言えるようになるまでプレゼンテーションの練習を行う。
（学修に係る標準時間は週約２時間）

授業概要及び
授業方法

　この授業は、国内の教育施設や観光名所などに出向き、英語での研修を通してグローバルな視野を広げていく
ための授業である。実際の現地での研修に加え、準備段階として事前研修４回、研修終了後の事後研修として
１回の合計５回を合わせて「国内グローバル研修Ⅰ」として成立する。
　事前研修においては、実際の研修がより充実したものになるよう、英語での自己紹介や英語でのチェックインの
練習など、様々な準備を行う。また現地でのプレゼンテーションに備えた準備も行う。研修終了後の事後研修に
おいては、本研修で学んだこと等についてディスカッションをし、今後の英語学習に向けた取り組みについて話し
合っていきたい。
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なし参考書

本授業履修者は、宿泊費等を別途徴収する。別途徴収金額については授業開講前に案内する。備考

科目名称 国内グローバル研修Ⅰ

科目コード 590086

教員氏名 安井　誠

（　 ）

英語コミュニケーション
留　　学
ビジネス・キャリア
ホテル・観光
オフィス情報
医療事務・医療秘書

（　 ）
（　 ）

（　 ）
（　 ）

スポーツ健康
（　 ）
（　 ）

大学編入 （　 ）

授業時間外の学習

授業の到達目標 ①間違いを恐れず英語を使って自分の考えをはっきりと伝えることができる。
②多文化・異文化に興味・関心を持ち、積極的に行動することができる。

関連する科目 国内グローバル研修Ⅱ 学習成果との関係 ①②④⑤

評価方法提出されたレポートを添削し、コメントを添え
て返却する。

グローバル （○）


